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スポーツ少年団の活動

感
染
対
策
期
に
お
け
る
学

校
で
の
部
活
動
は
、
学
校

活
動
の
一
環
で
あ
る
た
め
、
学
校

施
設
を
使
用
し
た
活
動
が
で
き
る

の
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
の
活
動
は
、
認
め
ら
れ
て
い
る

も
の
の
学
校
施
設
や
公
共
施
設
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。
学
校
で
の
部
活
動
と
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
で
取
り
扱
い

が
異
な
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

ま
た
、
全
国
一
斉
緊
急
事
態
宣

言
時
に
は
、
学
校
が
休
校
と
な
り
、

部
活
動
や
課
外
活
動
を
禁
止
し
た

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個

別
避
難
計
画
に
つ
い
て
は
、

本
年
５
月
の
災
害
対
策
基
本
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
に
作

成
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。

　
本
市
で
は
、
平
常
時
か
ら
自
治

会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
避
難

支
援
等
関
係
者
に
個
人
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
に
同
意
し
個
別
避
難

計
画
を
作
成
し
た
か
た
は
、
本
年

５
月
20
日
現
在
320
人
と
な
っ
て
お

り
、
要
支
援
者
全
体
に
対
す
る
個

別
避
難
計
画
作
成
率
は
約
２
・
３

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
２
月
に
開
催
し
た
職
員
に

よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
、
真
に
避
難
支
援
を
要
す
る

か
た
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
民
生
児
童
委

員
や
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
か
ら
協
力
を
得
る
し
く
み
を
構

築
し
、
個
別
避
難
計
画
作
成
の
推

進
を
図
り
た
い
。

　
ま
た
、
県
の
示
す
河
川
の
浸
水

想
定
区
域
内
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
内
の
要
配
慮
者
利
用
施
設
と
し

て
市
地
域
防
災
計
画
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
施
設
の
所
有
者
又
は

管
理
者
は
、
平
成
29
年
６
月
に
改

正
さ
れ
た
水
防
法
及
び
土
砂
災
害

防
止
法
に
基
づ
き
、
避
難
確
保
計

画
を
作
成
し
、
市
へ
報
告
す
る
こ

と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
、
対
象
と
な
る

要
配
慮
者
利
用
施
設
は
、
浸
水
想

定
区
域
内
に
191
施
設
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
内
に
８
施
設
あ
り
、
令

和
２
年
12
月
末
現
在
の
避
難
確
保

計
画
作
成
率
は
53
・
８
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
は
、
本
年
度
末
ま
で
に
全
て

の
対
象
施
設
に
つ
い
て
避
難
確
保

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

未
作
成
施
設
に
対
し
、
本
年
度
末

ま
で
に
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
、

所
管
部
局
と
連
携
し
、
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

ど
も
含
め
、
必
ず
し
も
同
一
校
の

児
童
・
生
徒
で
構
成
さ
れ
た
団
体

で
は
な
い
た
め
、
学
校
活
動
と
同

列
の
取
り
扱
い
は
難
し
い
。

　
そ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

な
ど
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
抑
え
込
み
を
最
優
先

に
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
理
解
を
求
め
て
き
た
。

　
ま
た
、
県
か
ら
再
び
感
染
対
策

期
の
発
表
が
な
さ
れ
た
場
合
、
施

設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
市
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
会
議
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
が
、
県
管
理
施
設
の
取
り
扱

い
内
容
や
本
市
及
び
近
隣
の
感
染

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に

判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
と
か
ら
、
全
国
で
も
か
な
り
の

子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
や
め
た
と

の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

命
を
守
る
こ
と
が
大
前
提
で
は

あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
市

の
施
設
を
限
定
的
に
使
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
の
対
応
も
必
要

で
あ
る
。
感
染
症
が
再
拡
大
し
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
る
の
か
。

県
が
、
４
月
８
日
に
感
染

レ
ベ
ル
の
最
も
高
い
感
染

対
策
期
に
移
行
し
た
こ
と
を
受
け
、

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
会
議
を
開
催
し
、

公
共
施
設
の
利
用
を
原
則
休
止
と

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

学
校
で
の
部
活
動
は
、
県
立
学
校

の
取
り
扱
い
に
準
じ
、
一
斉
休
校

は
行
わ
ず
、
身
体
接
触
や
発
声
の

伴
う
活
動
を
休
止
す
る
ほ
か
、
対

外
試
合
の
よ
う
な
他
校
と
の
交
流

の
あ
る
活
動
を
休
止
す
る
な
ど
、

一
定
の
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
、

学
校
施
設
を
利
用
し
た
学
校
活
動

と
し
て
認
め
て
い
た
。

　
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
の
活
動
は
、
学
校
外
活
動
で
あ

り
、
社
会
人
チ
ー
ム
と
同
じ
社
会

体
育
と
位
置
付
け
ら
れ
、
監
督
な
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取
り
扱
い
が
異
な
る
理
由
は
？

     

感
染
対
策
期
の
公
共
施
設

塩　
﨑　
雄　
大 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
感
染
対
策
期

に
つ
い
て

２　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

い
て




